
 

 

高田病後児保育所「ぬくみ」 掲示板 

【4月のテーマ】   中耳炎について 

高田病後児保育所スタッフより 

 ☆風邪だと思っていたら、病院に行ったら実は中耳炎になっていた！ということはありませんか 

中耳炎の症状として、耳の痛み、発熱、耳だれなどが挙げられます。 ただ、耳が痛いことをお

母さん・お父さんに言葉で伝えられない乳幼児の場合や、痛みがそれほど強く現れない場合などに、

風邪と思い受診が遅れてしまうことがあります。 

また中耳炎は小さなお子さんに身近な病気であり、２歳くらいまでの乳幼児期によくみられます。

小学校入学までのお子さんの６割～７割が経験をすることがあります。 

 中耳炎は鼓膜のある「中耳」という部分が炎症を起こす病気です。なかでも子どもに多くみられ

る中耳炎は、細菌やウイルスに感染して発症する「急性中耳炎」です。風邪をひいたときなどに鼻

やのどの炎症に続いて起こることが多いです。 

☆このようなサインがあれば中耳炎の可能性？ 

 次のような症状、仕草、状態などが見られましたら、中耳炎を疑ってみてください。  

 ・高熱が下がらない 

 ・わけもなく不機嫌な状態がつづく 

 ・耳に手を持って触る 

 ・耳を触られると嫌がる 

 ・黄色く（膿）のような鼻水 

 ・耳だれ 

 

☆家庭でのケアと受診のめやす 

 



 「耳が痛い」と訴えたり、泣き出したりしたときは、初めての時は保護者さんも驚いてしまうと

思いますが、慌てなくても大丈夫です。 

 ・耳の周りを冷たいタオルや冷却シートで冷やしてください。 

 ・鼻をやさしくかむ（鼻をうまくかめない月齢の子どもには吸引機を使うと効果的です。） 

 ・子供用解熱剤があれば飲ませてみましょう。 

 ・耳だれが見られる場合は、清潔なタオルで拭き、もしあれば綿球、脱脂綿耳だれが流れないよ

うに耳を塞いでください。綿棒などで中まで拭く必要はありません。 

 ・夜間に痛みを発症する場合があります。上記のケアをしつつ、少し頭を高くして様子をみまし

ょう。 

  夜間に上記のケアをしたが、改善をされない場合は、夜間診療所にご相談ください。 

 ・小児科？耳鼻科？受診に迷ったときは、かかりつけの小児科に相談することをおすすめします。 

 

 

 

 


